
この度は、オーダーシステムのサービスをご利用していただき有難うございます。ここで

は、システムのセッティングの仕方について説明します。数項目に分けていますので、見

たい項目のリンクをクリックして下さい。
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MetaTrader5のセットアップ

MetaTrader5 のセットアップです。すでに MetaTrader5 を使っている人は、この項目は飛ば

していただいても問題ありません。まず、各証券会社にある MetaTrader5 をダウンロード

して下さい。

基本的な流れとしては、証券会社のホームページよりデモ口座、またはリアル口座の口座開設を

行ったのち、MetaTrader5 のインストーラーをダウンロードするページに誘導されます。

ただ、証券会社毎に設定内容などが異なる場合も御座いますので、ご利用になられる証券会社

の案内にしたがってインストールして下さい。



MetaTrader5の使い方

MetaTrader5 の使い方です。すでに MetaTrader5 を使っている人は、この項目は飛ばしてい

ただいても問題ありません。

まず、MetaTrader5 を起動させて下さい。最初は時間足の設定です。まず左上にあるタブ

から表示 → ツールバー → 時間足設定を選択します。

Ｍ１、Ｍ５、Ｍ１５……と書いてあるボタンが出てきます。これを左クリックすると

チャートの時間足が変わります。これはＭが分足、Ｈが時間足、Ｄが日足、Ｗが週足、Ｍ

Ｎが月足です。例えば、Ｍ１５なら１５分足になります。

他にも２分足、１０分足など他の時間足も増やすことが出来ます。



上記のアイコンの上で右クリックを押し、カスタマイズを選択します。

時間足の追加の画面が出ます。

２分足を追加する場合、２分足を左クリックし、真ん中の挿入ボタンを押せば追加されま

す。並び順を変更したい場合は、変更したい時間足を左クリックしてから右にある上へ、

下へのボタンで調整してください。

変更が終われば閉じるを押してください。

追加した時間足が表示されますので、それを選択して頂ければ追加した時間足を使用出来

ます。



次はインジケーターの表示方法です。MetaTrader5 の中央の左の方にあるナビゲーターの

インジケーターの中から好きな物を選んでチャートにドラッグすれば使えます。

現在取得しているポジション、または口座履歴を表示する場合は MetaTrader5 の下にある

ツールボックスの取引タブに表示されます。もし消してしまった場合はメニューの表示か

らツールボックスを選んで頂くとまた表示されます。取引タブには現在取得しているポジ

ション、口座履歴にはこれまで売買してきたポジションが記録されています。

次は手動売買の仕方です。手動売買は自動売買をする場合は特に必要はありませんので、

手動売買を必要としない場合はこの項目は飛ばしてください。

一番簡単な注文方法はワンクリックトレードを使用することです。



チャートの左上にある上記アイコンです。真ん中のタブでロット数を設定し、左側の

SELL を押せば売りを、右側の BUY を押せば買いのオーダーを出せます。初期の場合は、

ワンクリックトレードを使用する際の免責事項が出てきますので、読んで頂いて問題なけ

れば規約と条件同意するにチェックを入れて OK を押してください。再度アイコンをク

リックして頂ければエントリーオーダーを出せます。もしワンクリックトレードを消して

しまった場合はチャートで右クリック → ワンクリックトレーディングを選んで頂ければ

また表示されます。

またもっと細かなオーダーを出したい場合は、チャートで右クリック → プライスボード

→ 新規注文でオーダーのウィンドウで指定出来ます。



上記の画像のような新しいウィンドウが出てきたと思います。カウントダウン注文(成行

き注文)の場合は、そのまま普通に入力して行き、真ん中の「成行き売り」、もしくは

「成行き買い」を選べば売買注文が出来ます。少し注意が必要なのが数量で、1.00 で 10
万通貨です。1 万通貨にしたい場合は 0.10 を選んでください。(証券会社によっては異な

る場合があります)

指値か逆指値の注文をしたい場合は、真ん中辺りにあるタイプ：と書かれた所を「カウン

トダウン注文」から「指値注文」に変えてください。必要なものを入力して行き、最後に

注文を押せば注文が通ります。

次に決済注文の仕方です。ツールボックスの取引タブで現在取得中のポジションが表示さ

れています。そのポジションを選び右クリックを押して、中にある決済を選択して頂けれ

ばポジションを決済出来ます。



システムの導入

システムの導入方法です。まず、システムを導入する MT5 を立ち上げて下さい。次に

MT5 のメニューバーの「ファイル」から「データフォルダを開く」を選択します。

MT5 の参照するフォルダが立ち上がります。このフォルダの中の MQL5 フォルダを開い

てください。



そのフォルダの中に Experts フォルダがありますので、その中にシステムを入れてくださ

い。インジケーターの場合は Indicators フォルダに入れてください。

システムとインジケーターともに、拡張子が mq5 と書かれたものと、ex5 と書かれたもの

の二つがありますのが、二つともフォルダに入れてください。

mq5 はソースファイル、ex5 は実行ファイルとなります。システムを動かす分には ex5
ファイルのみあれば問題ありません。mq5 のファイルはプログラムの中身を変更するとき

に使います。

※注意！

システムは「システム」という名称のフォルダに入れて納品させて頂いております。

「システム」という名称のフォルダをそのまま「Experts」フォルダに入れるのではなく、

「システム」フォルダの中身を「Experts」フォルダに入れてください。



自動売買の仕方

自動売買の仕方です。まず、MetaTrader5 を起動させて下さい。

左下の方にあるナビゲーターから、エキスパートアドバイザー(EA)を開き、注文されたシ

ステムを選びチャートにドラッグします。

まず共有タブの自動トレーディングを許可するにチェックが入っているか確認して下さい。

パラメーターを変更したい場合は、タブのインプットをクリックして下さい。



変更したいパラメーターの値を変更して下さい。保存する必要はありません。

読み込みと保存は、同じパラメーターを何度も設定したい場合などに使用します。

パラメーターについては、システムと一緒に添付してある「システムのルール」に詳しい

ことが書いてありますので、そちらを御覧下さい。 最後にＯＫを押してウィンドウを閉

じ、チャートの右上の方に再生マークが出てきたら完了です。

再生マークではなく停止マークになっている場合、MT5 の上部にある自動売買が停止

マークになっているはずですので、自動売買をクリックして再生マークにしてください。

これだけで、あとは MetaTrader5 を起動させているだけでシステムが完全自動売買を行っ

てくれます。システムは現在表示されている時間足で動きますので、気をつけてください。

システムを止めたいときは、自動売買をクリックして停止マークにすればシステムが止ま

ります。チャートの右上のマークが停止マークになっていますので、確認して下さい。

※自動売買システムのパラメーターをセットしてもチャートに表示されているインジケー

ターのパラメーターは変更になりません。インジケーターのパラメーターを変更したい場

合は、チャートを右クリックして表示中のインジケーターリストを選んでください。表示

されているインジケーターの一覧が表示されますので、パラメーターを変更したいインジ

ケーターをダブルクリックして選択して、パラメーターを変更して下さい。



バックテストの仕方

バックテストの仕方です。まず、MetaTrader5 を起動させて下さい。次に、MetaTrader5 の

メニューバーの「表示」から「ストラテジーテスター」を選択します。（もしくはツール

ボックスが表示されている場合は右下にあるストラテジーテスターを左クリックして頂け

ればツールボッククスからストラテジーテスターに変わります）

すると、バックテストをする時に使う、ストラテジーテスターという画面が出てきます。



まずは、ストラテジーテスターの左上にあるエキスパートですが、エキスパートが自動売

買のシステムになります。他にインディケータが選択出来ます。インディケータはビジュ

アルモードを使用時にインディケータの推移を見るなどで使用されます。

その右側のボックスで順にシステム、通貨ペア、時間足を選択します。

日付ではバックテストの期間を設定します。

全履歴、先月、昨年、期間指定があり、期間指定を選択した場合はその右側にあるボック

スで期間の開始、期間の終了の日時を設定します。

フォワードテストは、バックテストの期間の中でフォワードテストを行う期間を設定しま

す。NO はフォワードテストを行わない、1/2、1/3、1/4 はそれぞれの分だけフォワードテ

ストを行う、Custom は右側にあるボックスで指定した期間からバックテスト終了期間ま

でフォワードテストを行うになります。こちらの設定は最適化を行うときに使用するもの

となりますので、最適化を行わない場合は NO で大丈夫です。

約定ですが、ここでは約定遅延の設定を行います。約定遅延ではエントリーのオーダーを

出してから実際に約定されるまで時間を設定します。時間がかかればかかるほどオーダー

を出してからエントリーレートがズレる可能性があります。

その右側にあるボックスでは、バックテストで使用するレートデータを選択します。全

ティックが基本的には一番精度が高いですが、その分バックテストに時間がかかります。

入金はバックテスト開始時の元金の設定になります。その右側のボックスで最大レバレッ

ジの設定を行います。

その右側にあるビジュアルモードはチェックを入れてバックテストをスタートすると実際

にチャートを表示しながらバックテストを行います。

オプティマイズは最適化の設定になります。パラメーターの最適化を行いたい場合はこの

機能を使います。最適化を使用しない場合は無効化を選択してください。その右側のボッ

クスでは最適化する場合に何に重きをおいて最適化をするかの設定になります。



パラメーターの設定を変更する場合は、下にあるタブからパラメータを左クリックします。

チェックボックスがありますが、普通のバックテストを行う場合はチェックをつける必要

がありません。こちらは最適化の設定のためのチェックボックスになります。

普通のバックテスの場合は、値の数値を設定したい数値に変更して頂くだけでパラメー

ターの変更が可能になります。

バックテストを行う場合は値を変更した後、タブの設定を選択し、右下にあるスタートを

左クリックして頂ければ行えます。

毎回値を変更するのが大変な場合は数値の保存と読み込みを行うことも可能です。

数値を変更した後、保存を選択してセーブして頂ければ、次回から読み込みで設定した数

値をロード出来るようになります。

最適化を行う場合は、最適化を行いたいパラメーターにチェックをつけます。スタートが

最初のパラメーターの数値、ステップが数値を調べる幅、ストップが最後のパラメーター

の数値になります。上記の画像の Slippage の場合は、最初が 3 から調べ、3.3、3.6、3.9～
と 30 になるまで一番良い結果になる数値を調べていきます。



グラフのタブを選択すると売買による証拠金の推移を確認することが出来ます。

次に、グラフの横にあるバックテストを左クリックしてください。ここにはシステムの

バックテストのデータが出力されます。

このデータで取引回数、PF、損益、最大ドローダウンなど色々なことが分かります。



システムのプログラムの変更

システムのプログラムの変更の仕方です。

ある程度プログラムが分かる方で、システムの内容などを変更したいときに読んでください。

プログラムを変更するとシステムが動かなくなる可能性がありますので、バックアップを取ってから

実行することをお勧めします。

まず、システムの導入で自動売買のシステムと一緒にフォルダの中に入れた拡張子が.mq5 のファ

イルを開いてください

※以下の例は「Sample System.mq5」　を使用しています。

このような画面が出てきます。

input と頭についているのがパラメーターになります。パラメーターの数値(緑の部分)を変更すると

パラメーターのデフォルトを変更することが可能です。例えば Lots を 0.2 にすると Lots のデフォル

トが 0.1 から 0.2 になります。数値の後の;は必ず必要ですので、消さないで下さい。

プログラムを変更したら、コンパイルします。

コンパイルというのは、プログラムの内容をパソコンが理解できるように変換することです。

コンパイルしないとシステムは動きません。

上部の真ん中にあるコンパイルというボタンを左クリックしてください。

次に、エラーがないかどうか下の詳細と書かれたところを見てください。

0 error(s), 0 warning(s)

と書かれていれば、問題ありません。



システムが正常に動かない場合

※良くあるご質問

１：売買がされません。（デモトレード、バックテストの場合）

デモトレードの場合はターミナルの操作履歴タブ、バックテストの場合はテスターの操作履歴タブ

にエラーメッセージが表示されている場合が御座います。

OrderSend error 4756 リミットまたはストップロスの値が正しく設定されていない可能性がありま

す。最低 pips をご確認下さい。

最低 pips については、下記に詳しい説明があります。

また、手動で確認する方法もあります。手動で決済逆指値（S/L）と決済

指値（T/P）を入力し、その数値で指値注文が通れば最低 pips 以上の設

定がされていることになります。手動でポジションを取る方法はこのマニュ

アルの「MetaTrader5 の使い方」で説明されています。

決済逆指値と決済指値は、レートで設定するようになっていますので、現

在のレートと決済逆指値（S/L）または決済指値（T/P）との差が最低 pips

以内だと指値注文が通りません。

もしくは無効な取引量の可能性もあります。ロット数が正しいか、そのロッ

ト数で取引ができるかなどをご確認下さい。

※この作業はデモアカウントなどのテスト用アカウントで行ってください。

リアルトレードなどで試された場合の損失については一切責任を負いま

せん。

cannot load custom 

indicator 'インジケー

ター名'

システムに使うカスタムインディケーターが導入されていない可能性があ

ります。導入されているかを確認する方法は、このマニュアルの「システム

の導入」にある、注意の項目で説明されています。

２：売買がされません。（リアルトレードの場合）

証券会社によっては、リアル口座で自動売買システムを稼動させるのに特別な申請がいる場合が

あります。

デモトレードやバックテストでは稼動するが、リアルトレードでは稼動しない場合、この可能性があり

ますのでご確認下さい。

申請が必要かどうかは、お手数ですがご利用になられている証券会社にお問い合わせ下さい。



３：表示されているカスタムインディケーターと売買のタイミングが違う。

システム内部にある、インディケーター用のパラメーターと、チャートで表示しているインディケー

ターのパラメーターが同じパラメーターになっているかをご確認下さい。

システム内部にある、インディケーター用のパラメーターとチャートで表示しているインディケー

ターのパラメーターが違うと、システムはシステム内部のパラメーターで計算しますので、ポジショ

ンを取るタイミングが変わってきます。

表示させるインディケーターとシステム内部のインディケーター用パラメーターは同じものにすれ

ば、解消される場合があります。

※最低 pips について。

ストップロス、リミット、指値注文についてですが、各証券会社ごとに最低 Pips というものが設定さ

れています。

大体の証券会社は数 pips となりますので、10pips＋スプレッド分あれば基本的に問題ありません。

最低 Pips 未満のストップロスとリミットを付けた場合はストップロス、リミットを入れることが出来ず、

指値注文の場合は注文自体がキャンセルされます。

ストップロスとリミットは証券会社指定の pips 以上か、もしくは使用しない場合は０を入力して下さい。

（最低 Pips の詳しい値はお手数ですが、各証券会社にお問い合わせ下さい）
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